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最近わが国においても,リンゴのわい化栽培が増加してきている｡わい化栽培の利点の一つ

として,従来の木 (標準樹)に比べて作業能率の高いことがあげられている｡これからの果樹

栽培においては,省力化がますます強く要求されると思われ,大学農場も例外ではない｡本学

部の農場に栽植されたわい性樹がようやく本格的に結果し始めたので,まずどの程度の省力効

果があるかを,ゴールデン･デリシャスの小袋かけ作業について調査してみた｡

調査材料および方法

供試樹は,標準樹としては,マルバカイドウ台の関心自然形整枝の木(25年生),わい性樹と

しては,M26台で,4.5m間隔の架線支柱に沿って株問2mで植え,細型主幹形に整枝した木

(6年生)を用いた｡着果部位の高さは,標準樹ではおもに地上から1-4m,わい性樹では

おもに地上から0.7-2.5mの範囲であった｡
袋は,止金入りパラフィン紙小袋 (小林製袋製PK3)を用いた｡袋かけ作業は,昭和56年

6月4日に,まずわい性樹に対して30分間実施し,15分間休憩後,標準樹に対して30分間実施
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するという行程を2回繰返した｡そして,それぞれ1時間の合計袋かけ数を示した｡踏台およ

び脚立は高さ60cm～3mのものを多数用意し,自由に使用できるようにした｡

袋かけ作業者は,第1表に示すように,経験豊富な老4名(うち2名は女性),かなり経験の

ある者2名,経験の少い老3名,初心者 1名の合計10名であった｡

調査結果および考察

袋かけ作業を行った10名共,標準樹よりもわい性樹において袋かけ枚数が多く,作業能率の

上昇率は平均して33%であった｡わい性樹では,結果部位が比較的低く,大きな脚立を用いる

必要がなかったから,その結果は当然であろう｡しかし,両者における袋かけ作業能率の差は,

作業者によってかなり異なった｡すなわち,比較的若齢の男性で,袋かけ作業にかなり経験を

積んでいた4名は,両者における作業能率に大差がなかった｡それに対し,経験の少なかった

3名は,両者における作業能率にかなりの差があり,さらに初心者であった1名は,作業能率

の差がきわめて大であった｡なお,経験が豊富であっても,女性でしかも比較的高齢であった

2名は,両者における作業能率にかなりの差があった｡

両者における袋かけ作業能率の差が作業者によって異なったのは,わい性樹よりも標準樹に

おいて能率の個人差がより顕著であったことによると思われる.たとえば,Aの能率はBの能

率に比べて,わい性樹では約1.6倍であったのに対し,標準樹では約2.5倍であった｡そして,

標準樹において能率の個人差がより顕著であった理由は,主として脚立の扱い方にあるように

観察された｡すなわち,経験を積んだ若い男性は,脚立の移動が戟敏であると同時に,脚立を

据える位置が適切で,一皮脚立に上ってからの袋かけ数が多く,脚立の移動回数が比較的少な

かった｡それに対して初心者は,脚立を移動させる回数が多くてそれに時間をとられ,また年

輩の女性は,脚立の移動およびそれを上下する動作が緩慢でそれに時間をとられていた｡

本調査は比較的短時間内の比較であるが,より長時間にわたって比較すれば,結果はやや異

なってくるであろう｡おそらく,疲労が重なるにつれて,大きな脚立を扱う動作がしだいに緩

慢になり,標準樹における能率がより低下してくるのではないかと思われる｡
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